
◆ 奈良市幼保再編の取組状況について

奈良市では少子化の進行や共働き家庭の増加等による教育・保育ニーズの多様化等を背景に多くの課題を抱えています。これら
の課題を解決するため、市立幼保施設の統合及び民間移管を行い、限られた財源・人材をより効率的に投入するとともに民間活
力を最大限活用することで、 「すべての子どもたちが今を幸せに生き、夢と希望をもって成長することができるまち」の実現に向けて就
学前児童のよりよい教育・保育環境の整備を積極的に進めています。

適切な集団規模での教育・保育の実施

希望される幼稚園利用・保育所利用ニー
ズを踏まえた量の確保

多様化する教育・保育ニーズに応えること
ができるよう施設の運営管理の改善

急激な少子化の進行

女性の社会進出

教育・保育ニーズの多様化

市立幼稚園の園児数の減少

保育所等の待機児童の解消

保育士不足によりサービスアップが困難

市立幼稚園・保育所の施設の老朽化

市立幼保施設の
統合・再編

市立幼保施設の
民間移管

神功こども園 説明資料
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目標 背景 課題

奈良市幼保再編計画の概要

近年の幼保再編の取組

幼保再編の取組について

奈良市では幼保再編計画に基づき、以下の通り市立幼保施設を統合・再編の取組を行ってきました。

法
人

決
定
済

［令和2年度 移管］

鶴舞こども園 民間移管・こども園

右京保育園 民間移管・こども園

［令和4年度 移管］

［令和3年度・令和4年度 移管］

富雄保育園
民間移管・こども園

富雄第三幼稚園

春日保育園 民間移管・保育所

大宮保育園 民間移管・保育所

移
管
済

大宮幼稚園 民間移管・こども園

明治幼稚園 民間移管・こども園

大安寺西幼稚園 民間移管・こども園

今
年
度
以
降

法
人
募
集
予
定

※¹

伏見保育園
民間移管・こども園

［令和6年度以降 移管予定（募集時期調整中）］

［令和5年度 移管］

※¹ 富雄保育園・富雄第三幼稚園については、令和３年度に保育所として民間移管した富雄保育園との施設統合を伴うこども園移行
※² 飛鳥幼稚園については令和２年度末をもって閉園し、隣接する極楽坊保育園が極楽坊あすかこども園へ移行して、地域の1号認定の受け皿を担う。

［令和6年度末をもって閉園予定］

二名幼稚園 閉園

［令和3年度末をもって閉園］

三碓幼稚園 閉園

閉
園
（
予
定
含
）

［令和4年度末をもって閉園］

登美ヶ丘幼稚園 閉園

西大寺北幼稚園 民間移管・こども園

［令和6年度 移管予定］

伏見南幼稚園

［令和2年度末をもって閉園］

飛鳥幼稚園 閉園・施設統合
※²

市立園 H24 R2 R3 R4 R5
R6

（予定）

幼稚園 36園 16園 15園 13園 9園 8園

保育所 18園 7園 6園 4園 4園 4園

こども園 3園 18園 18園 18園 18園 18園

民間移管園 0園 2園 3園 5園 8園 9園

三笠保育園 民間移管・保育所

［令和7年度 移管予定］

済美幼稚園 民間移管・こども園

［令和8年度 移管予定］



【神功こども園の今後の方向性（案）】

運営主体は、奈良市から民間法人（社会福祉法人等）に移管しますが、移管時に奈良市と締結する協定に基づいて、
十分な引継期間を設定し、移管後も定期的に指導・監査を行っていきます。

市立幼保施設の統合・再編の取り組みにより、平成29年4月より右京幼稚園・神功幼稚園・神功保育園が１つになり、神功こども園として運
営しています。旧神功保育園舎を乳児棟（０～2歳児）、旧神功幼稚園舎を幼児棟（３～５歳児）とした奈良市初の分園型こども園とし
て運営していますが、きょうだい関係の送迎時の保護者負担等の課題があります。
令和4年4月に同学区内でならやま小中学校が開校したことにより、神功小学校の跡地活用について検討を進め、神功こども園については民営
化により施設を統合し、保育環境の改善及び教育・保育の更なる充実と利用者の負担軽減を図りたいと考えています。具体的な今後の神功
こども園の方向性は以下の通りです。

【担当課】 奈良市 子ども政策課
【ＴＥＬ】 ３４－４７９２ 【ＦＡＸ】 ３４－４７９８ 【 MAIL 】 kodomoseisaku@city.nara.lg.jp

問い合わせ先

運営の主体

保育士等の職員

市職員である保育士等から、民間法人職員である保育士等にかわることになります。ただし、園児への影響を考慮し、十
分な引継期間を設定します。この期間においては、園児それぞれの発達段階に応じ、移管後も継続的な教育・保育が行
えるよう、個々の園児の様子などの把握に努めるとともに、園児や保護者との信頼関係を構築できるよう、きめ細かく対応
しながら、市と移管先法人による共同保育などを行っていきます。

保育料

保育料は、条例等に基づいて市が決定していますので、市立と私立での違いはないことから、民間に移管されることによっ
て高くなることはありません。また、教材費などの新たな保護者負担の導入については、移管先法人と保護者間の協議に
より決定することとします。

教育・保育内容

移管先法人に対し、十分な引継ぎを行うことで、これまで地域や保護者の皆様と築き上げてきた園の行事や日々の教
育・保育等を引き続き実施します。さらに、民間のノウハウや資源を活用することで、延長保育等の保育サービスの拡充や
施設の刷新を図ります。

※在籍児童数は各年5月1日時点
※待機児童数は各年3月1日時点

●現在は、建物が乳児棟と幼児棟に分かれていますが、利用者の利便性を考慮し１か所に集約することを検討しています。
●新園舎建設予定地は旧神功小学校跡地を検討しています。

※就学前児童数はならやま中学校区（平城西中学校区）
の0～5歳の総数 各年5月1日時点

民間移管
統合・移設

現在 時期未定

神功こども園市 神功こども園私

・運営形態 私立こども園
旧神功小学校跡地に統合

・対象 ０～５歳

・運営形態 公立こども園
幼児・乳児棟の分園方式

・対象 ０～５歳


